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北海道南部渡島半島の毛麹目について

中本 峯 生

On the Trichoptera from the Oshima Peninsula, Hokkaido, Japan 

(Insecta) 

Mineo KOBAYASHI 

15 

The investigation was carri巴dout from 11th to 16th the September in 1982. In 

study period, at least 19 species of adult Tr ichoptera were collected from the study 

area restricted to the southern Hokkaido. The adult of Trichoptera were collected by 

light trapping with electricity. 

The catches represent巴dthe following 18 species: 

Stenopsyche marmorata, Hydroρsyche na!wharai, Aρsilochorema suthanum, Rh 

ya coρhila sp., Glossosoma inoρs, Glossosoma sumitaensis, Dinarthrodes bipertiia, 

Dinarthrobes com1うlicatus,Aρatania crassα，Discosmoecus ezogensis, l'l eoρhylax 

ussuriensis, Limneρhilus aρicalis, L imneρhilus correρetus, Nemotaulius adumor-

sus, Asynarchus amurensis, Goerαjaρonz・ca,Phryganoρsyche latiρennis, Molanna 

fαlea ta. 

1. はじめに

北海道に生息する毛麹自 の分~fi学的研究は， 松村 (1904）から始まり ， 現在にいたっている 。

この間の，わが国における主な研究として，松村 (1907,1931), 中原 (1913,1914, 1915), 

桑1-Li(1922, 1924, 1930, 1932, 1967, 1971, 1973），津田 (1942），小林 0962,1964），山之

内 (1976,1980），伊服 (1978,1980）など をあげることができる。

現在までに，北海道に生息することが，確認されている毛組自の砥知は， 著者が調べたかぎ

りでは17科35属58種である。 これらはいずれも，札幌および糠平付近と，伊藤 (1980）による

最近の渡島半島の一部からの，組くかぎられた地域からの記録である。 このよ うに，北海道の

毛姐目相の調査は貧弱で，今後の広範囲におよぶ調査結果によ っては，相当数の種類を加える

ことができるものと予想される。

著者は，1982年9月11臼より16日までの6日間，北海道南部渡島半島全域にわたって， ライ

ト・トラッ プ法による， 毛麹自の採集をおこなう機会を得ることができた。そこで， その結果

をここに報告する。

2. 採集地域の概要

渡島半島は南約n39°から141°，北科l41°から43°付近に位置し，大千軒岳（海抜1072m),乙tjf)

岳（海抜1017m），遊薬部岳（海抜1276m）， 狩場111（海抜1520m）などの山々が点在し，長短
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図1 調査 地 点位置図

様々な河川が走っている。今回，採集をおこなった地点は， 図 1に示す通りで，知内川上流，

大沢川，オカシナイ川， 永豊川，利別川上流の各河川である。

3. 採集法

ライト・トラップ採集法の光源には， 東芝20Wフラック ・ライト蛍光ランプ （BL20BLB) 1 

本を使用し， 電源としては， 本田の発電器をm"、た。光源は1.5×3.0〔m）の白布に照明し，そ
れに飛来するトピケラ成虫は原則として， 全個体を殺虫管で採集し， 80%アルコールで固定

後，研究室に持ち帰り ，採集地別に各種断雄一個体の生殖器部位を切除し，それをKOH水溶液

で処理し，検鋭をおこない， 種を同定した。

4. 採集結果

今回の採集では9科15），言us種 489点を得ることができた。

ANNULIP ALP IA 

I. STENOPSYCHIDAE 

1) Stenoρsyche marmorata NAVAS 

〔図2. 1～5) 

NAVAS (1920）が札幌，日光，京都から記載した程であるが， ULMFI<〔1907）が， McLACHLAN

(1866）が東インドから記載した Stenoρsychegrisφennisが，わが国にも生息しているとし

たことから誤が生じ， K1MMINs(l958〕が，わが国に生息する SgriseρennisはS.marmorata 

であることを明らかにするまで， Sgriseρennisと混同 されていた種である。松村 (1904,

1907, 1931）， 桑lLi (1930），津田 (1942），小林 (1964）なども，北海道に S.griseρennisが
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生息すると しているが，これらは，すべて S.marmorataである ことにまちがL、なL、。今回

得られたすべての個体は， S.marmorataと同定することができた。

3合合9♀♀；上磯郡知内IIIJ知内川上流，11.IX. 1982，小林採。1合；爾志郡乙部町オカシ

ナイ）II, 14. IX. 1982，小林採 ：1合10♀♀ ：島牧郡島牧村永豊川， 15.IX. 1982，小林採.2 

合合6♀♀ ；瀬棚郡今金町美利河利別川上流，16.IX. 1982.小林採．

分布 ：アムール，サ ッカ リン，朝f!i下，台湾，中国北部，日本（北海道，本州， 四匡I,)Lf/'I). 

II. HYDROPSYCHIDAE 

2) Hydroρsyche nakaharai TsuoA 

（図3. 6 12) 

津田 (1949）が新潟県越後田沢より記載した種で， 木州各地から記録されているが，北海道

からは，小林 (1964）が初めて記録し， その後，山之内 (1~76）によ っ て記録された 。

164♀♀ ：上磯郡知内川上流， 11.IX. 1982，小林採 3合合38♀♀ ：松前郡松前町大沢）11, 

12. IX. 1982，小林採. 4♀♀ ：爾志郡乙部町オカシナイ）II,14. IX. 1982，小林採.25♀♀ ・

島牧郡島牧村永豊川，15.IX. 1982，小林採.2合CS-31♀♀ ：瀬棚郡今金町美利可利別川上流，

16. IX. 1682，小林採

分布 ；日本 （北海道，本州〉

INTEGRIP ALPIA 

III. RHY ACOPHILIDAE 

3) Aρsilochorema sutshanum (MARTYNov) 

（図4. 13-17) 

M ARTYNOV (1934）によってウスリーから記載された種である。津田 (1942）は京都から，

Psilochoroma jαρonicaを記載したが，Ross(1956）によ って P.japonicaは， AJうsilo・

chorema sutshanumの syηonymであることが，明らかにされた。北海道からは山之内

〔1980）によって，初めて記録された。

1合 ：松前郡松前町大沢）11, 12. IX. 1982，小林探.4♀♀ ：島牧郡島牧村永豊Jil,15. IX. 

1982，小林採．

分布 ．南部ウスリ ー， 日本（北海道，本州〉。

4) Rhyacoρhila sp. 

（図4. 18-19〕

脳iの個体のみが得られた。Rhya coρhi laにおいては酬で種の同定をおこなうことはできな

いので，本種は Rhya coρhila sp.とした。

l♀ ・上磯郡知内川上流， 11.IX. 1982，小林採．

IV. GLOSSDSOMATIDAE 

5) Glossosoma inoρs (TsuoA) 

（図5. 20) 

津田 (1940）が京都から， Mystroρharainoρsとして記載したが， Ross(1956）によ って，
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Glossosoma inopsと訂正された。北海道からは山之内（1976）が初めて記録した。（KOH溶

液処理後の生殖器の図は， 小林 (1982）があるが，Aedeagusの図が欠けているので，ここに

あけ、た。 （図5 20）。

3合合7♀♀ ：上磯郡知内町知内川上流，11.IX. 1982.小林採.2合合5♀♀ ．島牧郡島牧

村永量）If,15. IX. 1982，小林採．

分布 ：日本 （北海道，本州，四匡｜〉

6) Glossosoma sumitaensis KosAYASHr 

小林（1982）が，岩手県住田町より記載した種である。分布範囲は，まだ明らかでないが，

北海道からは今回記録することができた（生殖器の図は小林， 1982を見よ〉。

3合合18♀♀ ：松前郡松前町大沢）If,12. IX. 1982，小林採.2♀♀ ：瀬棚郡今金町美利可利

別川上流， 16.IX. 1982，小林採．

分布 ：日本 （北海道，本州〉

V. LEPIDOSTOMATIDAE 

7) Dinarthrodes biρertita K osAYASHI 

（区／5. 21-・24) 

小林 (1955〕が，埼玉県秩父郡荒川村ーから記載した種で，その後，谷 (1971）， 小林 (1983〕

などによ って，京都，奈良，神奈川から記録された。北海道からは， 今回初めて記録された。

lo：上磯郡知内lllf知内川上流， 11.IX. 1982，小林採.2♀♀ ：松前郡松前町大沢川， 12.

IX. 1983，小林採.2合合1♀ ；島牧郡島牧村永豊）If,15. IX. 1982，小林採．

分布 ：日本 （北海道，本州、｜〉

8) Dlinarthrodes comρlicatus K osA YASHI 

（図6. 25-31) 

小林 (1968）が， 新潟県黒川｜村から記載した種で，その後，谷 (1971），谷田 (1982），小林

(1983）なとによ って，九州，本州の各地から記録された。北海道てやは，伊藤 (1980）が各地か

ら報告している。

1合 ：上磯郡知内町知内川上流，11.IX. 1982，小林採.2♀♀ ：松前郡松前lllf大沢）If,12. 

IX. 1982，小林採．2合合1♀ ：島牧郡島牧村永虫）If,15. IX. 1982，小林採．

分布 ：日本 〔北海道，本州，九州、｜〉

VI. LIMNEPHILIDAE 

9) Apatania erαssa ScHMID 

（図7.32 37) 

Sc11M1 D (1953）が札11畏から記載した種である。その後， 記録されていないが， 今回，記録す

ることができた。

1合2♀♀ ：上磯郡知内lllf知内川上流，11.IX. 1982, 小林採． 1合 ：松前郡松前町大沢）1 f, 

12. IX. 1982，小林採

分布 ：日本 （北海道〉
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10) Dicosmoecus ezoensis (Kon.HASH！〕

〔図8. 38 44) 
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小林 (1962）が， 北海道から新属新種として記載したものであるが，その後，Dicosmoecus

McLAcHLAN, 1875，に属することが判明したので， Dicosmoecusezoensisに訂正された。北

海道からは， もう一種 D.jozankeanusを松村 (1931）が記載しているが， 記載が不 卜分な

ため，本種と同一種であるかど うか判定することが困矧である。なお， WrGG!NS (1982）は， 本

種を D.jozankeanusの synonym にしているが，これについても疑問があるので， 本報告

では， D.ezoensisとしておく。

1合6♀♀ ：爾志郡乙部町オカシナイ）ii, 14. IX. 1982, 小林採．1♀ ：島牧郡島牧村永豊

川，15.IX. 1982，小林採.1合1♀ ．瀬棚郡今金町美利可利別川上流， 16.IX. 1982，小林採．

分布 ：日本（北海道〉

11) Neoρhylax ussuriensis (MARTYNov) 

（図9. 45 51) 

MARTYNOV (1914）によ って，南部ウスリ ーから Halesinus ussuriensisとして記載された

種であるが， ScHMlD(1955）によって NeoρhylaxMcLACHtLAN, 1971，に移された。北海道から

は， 桑111(1924）によ って， 初めて記録された。 その後，津田 (1942）， 小林 〔1964),111之内

〔1976〕らが， 北海道から記録している。津田 (1942）は， 北海道からJV.ussuriensisを記録

すると同時に， 層雲峡から， Halesinus uenoiを新種として記載しているが， ScHMrD〔1955)

によって，N.ussuriensisの Synonym である ことが明らかにされた。

18合合5♀♀ ：上磯郡知内町知内川上流，11. IX. 1982, 小林採．1合 ：松前郡松前町大沢

) 1 I, 12. IX. 1982，小林採.1合 ：爾志郡乙部町オカシナイ）ii,14. IX. 1982，小林採.5♀♀ 

：島牧郡島牧村永豊）II, 15. IX. 1982, 小林採．4（）合7♀♀ ：瀬棚郡今金町美利可利別川上

流，16.IX. 1982，小林採．

分布 ：南ウスリ ー，サ ッカリ ン， 日本 （北海道〉

12) Limneρhilus aρicalis MARTYNov 

（図10. 52 58) 

MARTYNOV (1914）が， 仁1~；＇＜：：シベリアから， titを用いて Limneρhilussp，として記載し， L

corr戸別である可能性を示唆している。 しかし， MARTYNOV(1924）は，この種を L.aJうicalis

として， 再発表した。わが国からは，現在までのと ころ Lαρicalisは記録されていなかった

が，今回得た採集標本の中に，明らかに L.aρicalisを認める ことができた。

1合 ：島牧郡島牧村永豊川I, 15. IX. 1982，小林採 1♀ ：瀬棚郡今金町美利可利別川上流，

16. IX. 1982，小林採．

分布 ・中夫シベリ ア， 日本 （北海道〉

13) Limneρhilus correpetus McLAcHLAN 

（図11. 59 62〕

McLA仁川LAN(188Q）が， アムールから雌によって記載した種である。雄の記載は MARTYNOV

(1930）によっておこなわれた。 わが国からは， 松村 (1904）が初めて北海道から 記録した。
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その後， lJLMER (1907），中原 (1914, 1915）， 桑山 (1924〕らによって北海道から記録された。

津田 (1942）は北海道，本川，四国から記録した。津田以後では，小林 (1964）が北海道から

記録した。

1合 ：瀬棚郡今金町美利可利別川上流， 16.IX. 1982，小林採．

分布 ：シベリア，サッカリ ン，アムール，日本 （北海道，本州，四匡｜〉

14) Nemotaulius adumorsus (McLACHLAN) 

（図12. 63 70) 

McLACHLAN (1866）が， Clyρhotaelius adumorsusとして， わが国から記載した種である

が，その基産地は不明である。北海道からは松村 (1904〕が初めて記録し， ULMER(1907）も

北海道から記録している。その後，中原 (1914），津田 (1942），山之内 (1976）らが，北海道，

本州，九州、lから記録してL唱 。ScHMID(1955〕は，本種を NemotauliusBANKS, 1906，に移し，

Nemotauliu (Macrotaulius) admorsusとした。

1合 ：松前郡松前町大沢）ii,12. IX. 1982，小林採．

分布・シベリア，サッカリン，日本（北海道，本州，九州、｜）

15〕 Asynoγchusαmuγensis ULMER 

（図13. 71 74) 

U LMER (1905）が，ウスリーから Limneρhilusamurensisとして記載した種である。北海

道からは ULMER(1907）が初めて記録した。その後， clコ原 (1915），桑山 (1924），松村 (1931〕，

津田 (1942），小林 (1964），山之内 (1976〕らも， 北海道から記録している。ScHMID(1954) 

は北海道からは， Asynarchussachalinesisは記録しているが， A.amurensisは記録して

し、なし、。今18:1，採集した標本中には，明らかに本種である個体を認めることができた。

1合 ：島牧郡島牧村永豊）ii,15. IX. 1982，小林採．瀬棚郡今金町美利可利別）Il上流， 16.IX. 

1982，小林採．

VII. GOERIDAE 

16) Goera jaρonica BANKS 

（図14. 75 78) 

BANKS (1906）が，わが国から記載したものであるが，基産地は Kawanaと記してあるだけ

で，はっきりした場所は明らかでなし、。松村 (1931〕は北海道，オサl、｜，四国，九州、｜から記録し，

津田 (1942）は北海道以外の上記の地域に加えて，朝鮮からも記録している。

1♀ ：上機郡知内町知内）11と流， ll.IX. 1982，小林採.2合合4♀♀ ：松前郡松前町大沢川1

12. IX. 1982，小林採．2 '6合 ：爾志郡乙部町オカシナイ川， 14.IX. 1982，小林採．島牧郡島

牧村永豊）ii,15. IX. 1982，小林採．瀬棚郡今金町美利可利別川上流，16.IX. 1982，小林採．

VIII. PHRYGANOPSYCHIDAE 

17〕 Phryganojうsychelatiρennis (BANKS) 

〔Fig.14. 79-81〕

BANKS (1906）が，｜岐阜から Phryganeαlatipennisとして記載した種であるが， M ARTYNOV
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(1924）は P.latiρennisをタイ プとして， Phryg.anopsisという新属を創設し， Phryg.ano

ρsis latiρennisとした。 その後，TsuDA〔1942）は Phryganea(Phryganoρsis) latiρ6 

nnisとしてL、る。K1MMIS(1950）はア ッサム， シッキム， ビルマから Phryganoρsislati-

ρennis subsp.を記載したが，その後，Phryganoρsislatiρennisであることを認めた。 ま

た， TSUDA(1951）は Neuronz・α（Phryganoρsis)latiρennisとしてL、る。 W1GGlNS(1959) 

は Phryganealatiρennisをタイ プ標本として， Phrygano1うscheを創設し， Phrygano 

ρsche W1GG1Nsをタ イプ標本として， Phryganoρsychidaeという 新しい科を創設し， 本種

を Phryganoρsychelatzρennis (BANKS）とした。 それ以来，Ross(1967), 桑山 (1972)
らも Phryganoρsychelatipennisを用いている。 津田 (1942）は本州から記録し， 111之内

(1976〕は北海道から記録している。

1合 ：瀬棚郡今金町美利可利別川上流，16.IX. 1982，小林採．

分布 ：アッサム，シッキム，ビルマ，日本 （北海道，本州、l，四国〉

IX. MOLANNIDAE 

18) Molannαfalcata UtMEI< 

（図 12.68 70) 

ULMER〔1908）が神奈川県から記載した種である。TsuDA〔1942）は， 本j、｜、l，九州、｜にわたって

広く分布していることを明らかにしている。ULMER(1927）は北海道根室から， Molannaner 

VOS を記載しているが，今｜豆｜採集した雌標本は明らかに Molannaf al ca taである。

1♀ ．上磯郡知内町知内川上流， ll.IX. 1982，小林採．

分布 ：日本 （北海道，本j、｜、l，九州、｜〉
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図2. 1 5, Stenopsyche marmorataの生殖器 1-2，雄： l，側面， 2，背面.3-5，雌： 3，側面；

4，背面，5，腹町
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図3. 6-12，めdropsychenakaharaiの生殖器 69，雄：6，側面， 7，背面 8, 9，陰茎側面白

10 12，雌 ：10，側面 ：11，背面，12，腹面
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26 小林：北海道南部渡島半島の毛麹自について

19 
17 

16 

図4. 13-17, Aρsilochorema sutshanumの生殖器と腹板 13-15，雄 ：13，側面，15，背而，15,
腹校ー16-17，雌 ：16，側面，17，腹板 18-19, Rhyacophila sp.の雌生殖器 ：18，側面，

19，背面．
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図5. 20-24, 20: Glossosoma inoρsの陰茎側面 21 24, Dinarthrodes bかertitaの生殖器.21, 

生殖器側面，2224，雌： 22，側面，23，背面；24，腹面
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28 小林 ：北海道南部渡島半島の毛麹自について

31 

図6 25 31, Dinarthrodes coinPlicatusの生殖器 25-28，雄 ：25，側面， 26，背面， 27,J仮面；

28，陰茎側面 29-31，雌 29，側面，30，背面， 31，腹面
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図7 32 37, A仰taniacrassaの生殖指 32 35，紺：32，側面；33，背面；34，陰茎側面，35,

陰茎背面 36-371，雌 36，側面，37，背而，371，腹面
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30 小林 ：北海道南部渡島半島の毛麹目について

43 

図8. 38-44, Dicosinoecus ezoensisの生殖7,ii.38 41，雄 ：38，側面；39，背面； 40，陰￥：側面；

41，陰茎背商 42由44，雌 ：42，側面，43，背面，44，腹面．
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50 
46 

図9. 45-51, Neoβhylax ussuγiensisの生殖器 45-48，雄 ：45，側面，46，背面，47，腹面，48,

茎側陰面 4951，雌 ・49，側面，50，背面， 51,I復面．
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32 小林：北海道南部渡島半島の毛麹目について
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図10.52 58, Limnψhilus apicalisの生殖総.52 55，雄： 52，側面，53，背面， 54，陰茎側面；

55，陰茎背面.56 58，雌： 56，側面，57，背面， 58,JJ!'l:面．
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62 

図11. 59 62, Limnephilus correpetusの雄生殖器 59，側面； 60，背面，61，陰茎側面， 62，陰

茎背面ー
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34 小林： 北海道南部渡島半島の毛麹目について

図12.63 67, 1、lemotauliusadun包ors
面， 67，陰茎背面 6870, Mo如inafalcataの雌生殖器.68，側面；69，背面， 70，腹面
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図13.71-74, Asynarchus amurensis の~j~生殖器 . 71，側面， 72，背面， l3，後面； 74，陰茎側

面．
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36 小林 ：北海道南部渡島半島の毛麹目について

77 

80 81 

図14.75 78, Goera ja抑制caの生殖器 75-76，雄： 75，側面， 76，背面， 77，腹面.78ー79,

雌； 78，背面； 79，腹面.80-81, Phryganopsyche latz戸ennisの雌生殖器 80，背面， 81,

腹面．




